

























最近では『懐徳堂文庫復刻叢書』として『史記離題』などの注釈類が景印刊行された。『懐徳堂文庫復刻叢書』には 華膏国物語』なども含まれ、また専門的な関心から『越租弄筆』や「四茅議」など特定分野にかかわる著作が こともある。しかし履軒の詮索を印行した試みとしては、東洋図書刊行会が排印した『履軒弊帯 『弊帯続編』『弊帯季編』『水哉子』がほとんど唯一のもののようである
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ところでこれらの論集は、履軒の生存中から改稿が重ねられている。ま




























井柚園紗本(龍野文庫「三木家旧蔵十二号」) 「弊某」「前某」「続某」「季某」はそれぞれ『履軒弊帯』(第一冊)・『弊帯前編』(第二冊)・ 弊帯続編』一(第三冊)・『弊帯季篇』(第四冊)。井上 龍野文庫蔵懐徳堂関係文献筒介(一 )」「同(二 )」 (『懐億堂センター報二
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某」「続某 「季某」はそれぞれ『 帯旧稿拾遺』『草本残稿弊帯続編』『草本残稿弊帯季編』。『弊帯旧稿拾遺』は中井天生の輯紗に出るが室、後 二本は履軒の残稿を天生が整理したものという。不明である。
つまり天生以前の原秩序は
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軒弊帯』と『弊帯前編』と 併せて『 弊帯』一冊 改めた(この際な
ぜか「贈無頼子」のみを脱した)。「阪府」本『履軒弊帯』がコ続日本儒林叢書」所収本と比べ、上冊に十三篇多く収めている。」(『大阪府立図書館蔵稀書解題目録和漢書 部』、大阪府立図書館シリーズ八、一九六三年)ことの理由はこれである。
従来の理解(天生の理解?)問刷出回刷凶問刷出問州四回刷国間刷凶
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き数種のほか、「補袷弁」「戯撰酒具名姓」「錦雄賦」「膝王閣賦」「公孫弘論」「黒弱余論」 蝦夷 菓問」「擬与韓客書」「椴窟記」「送子情之芳序」「記赤坂役」「源義経与大江広元書」などが含まれている。これらのうち少なくとも一部は『履軒弊帯』等の草稿として更なる検討が加えられるべきであろう。新国文庫等には 従来知られていなかった履軒等の著作・草稿類も多く含まれており、その全体像は未だ見えてこない。ある学者に関する研究が推進されるためには、全集あるいはそれに類す
る著作集がまとめられることが重要である。しかし懐億堂に かわ 学者については、論著の調査や整理・公開は大きく遅れている三+七百
竹山や履軒 いは蘭洲の全集は、いずれ必ず刊行されねばならない。













帯巻二(坤 )』『弊帯続編(上 )』『弊帯続編巻一一(下 )』『弊帯季篇上(完 )』 )や合綴一冊本『弊帯続編』などが架蔵されている。ただし後者には乱丁(同一丁の重複)も認められ、資料的な価値は低いと考えられる。
(三)中之島図書館蔵『履軒警言』(甲和一五六。三 を一冊に合綴したも
のと思われる)には紗者や年次を示す記載はない。しかしこれと甲和一四八『弊帯』『続編』『季編』 冊とは「懐徳堂」「釜文堂」の印記や伊予屋のものと思われる符丁を共有しており、幕末あるい 明治樹期に一括して懐徳堂から出たもの 思われる。また懐徳堂文庫蔵 過秦論駁議』(受入番号三二八八二、上野精一旧蔵)は
Em
三幻「過秦
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牛)・「玉井蘭削遺稿の伝存
について」 同創刊四十周年記念特集号、二
OO
四年)・「中井履軒撰
『漢書離題』について」(筑波大学中国文化学会『中国文化』六二、二OO
四年)・湯城吉信「大阪府中之島図書館所蔵懐徳堂関係資料目
録」(『中国研究集刊』三七、二
OO
五年)などを参照。
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(本センター職員)
